
  

 

令 和 ７ 年 １ 月 ８ 日 

玉野市立学校給食センター 

 
 

あけましておめでとうございます 

今年
こ と し

も、安全
あんぜん

でおいしい給 食
きゅうしょく

をつくっていきたいと思
おも

います。  

一年間
いちねんかん

よろしくお願
ねが

いいたします。 

寒
さむ

さが一
いち

段
だん

と厳
きび

しくなりましたが、風邪
か ぜ

や寒
さむ

さに負
ま

けずに、栄養
えいよう

バ

ランスの良
よ

い食
しょく

事
じ

と十
じゅう

分
ぶん

な睡
すい

眠
みん

をとって元
げん

気
き

に乗
の

りきりましょう。 

 

 

 

おせち料理
りょうり

 

おせち料理
りょうり

は、もともと節目
ふ し め

（季節
き せ つ

のかわり目
め

）に神様
かみさま

に

供
そな

えるものでしたが、今
いま

では正月
しょうがつ

のみとなりました。おせ

ち料理
りょうり

には、それぞれに意
い

味
み

があり、健
けん

康
こう

や長
ちょう

寿
じゅ

などの願
ねが

いが込
こ

められています。 

 

雑煮
ぞ う に

 

雑
ぞう

煮
に

は、もともと年
とし

神
がみ

様
さま

に供
そな

えたその土
と

地
ち

の産
さん

物
ぶつ

と

もちを煮
に

たものでした。東日本
ひがしにほん

は角
かく

もち、西日本
にしにほん

は丸
まる

もちを入
い

れることが多
おお

く、あんこが入
はい

っていたり、すまし汁
じる

仕
じ

立
た

てやみそ仕立
じ た

て

だったりと、地域
ち い き

によってさまざまです。 

 

七草
ななくさ

がゆ 

七
なな

草
くさ

がゆは、1月
がつ

7 日
なのか

に 1年
ねん

の健
けん

康
こう

を祈
いの

って食
た

べます。春
はる

の

七草
ななくさ

とは、せり、なずな、ごぎょう、はこべら、ほとけのざ、

すずな（かぶ）、すずしろ（だいこん）のことです。 

～全国
ぜんこく

学校
がっこう

給食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

～ 
1月
がつ

24日
か

から 1月
がつ

30日
にち

までは、全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

です。全国
ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

は、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

の意義
い ぎ

や役割
やくわり

などについて多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらい、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の充
じゅう

実
じつ

と発
はっ

展
てん

を図
はか

ることを目
もく

的
てき

として定
さだ

められました。 

日本
に ほ ん

の学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

の始
はじ

まりは、明治
め い じ

22年
ねん

に貧
まず

しくて生
せい

活
かつ

に困
こま

っている子
こ

どもた

ちを対象
たいしょう

に無償
むしょう

で出
だ

されたものでした。現
げん

在
ざい

の学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、子
こ

どもたちの健
けん

康
こう

や成
せい

長
ちょう

を支
ささ

えるため、栄
えい

養
よう

バランスがよくなるように考
かんが

えられています。また、

生
い

きた教
きょう

材
ざい

としての役
やく

割
わり

も担
にな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※献立の内容は、独立行政法人日本スポーツ振興センターの献立レプリカを参考にしています。 

給食だより 1月  

地域
ち い き

や家
か

庭
てい

に伝
つ た

わる行
ぎょう

事
じ

食
しょく

を知
し

って、つくったり食
た

べたりしましょう。 

今
いま

の給食
きゅうしょく

とくらべたり、 

先生
せんせい

や家族
か ぞ く

と給食
きゅうしょく

の思
おも

い出
で

を話
はな

したりしてみましょう。 


